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３ プロジェクト ｜ ①若年者向け消費者教育



「倫理的消費（エシカル消費）」は、国の消費者基本計画において「地域の活性化や雇用などを含む、人や環境、

社会に配慮した消費行動」と定義されており、消費者が社会的課題の解決を考慮したり、課題の解決に取り組む

事業者を応援したりしながら、消費行動を行うこととされています。

このため、市町村や大学、企業、地域等と連携し、県内の「エシカル消費」の認知度向上や取組の支援など、県

内のエシカル消費の普及推進やムーブメントづくりを行います。

Ｈ２９年度
●徳島県でのエシカル消費の意識調査

消費者庁調査 徳島での認知度２６．４％

（ 類似の全国調査は６％）

◆とくしまエシカル消費推進会議の設置

地方では初となる消費者・事業者・行政が一体となった

エシカル消費の推進母体｢とくしまエシカル消費推進会議｣を設置

◆エシカル自主宣言（２０事業者）

◆消費者大学校大学院にエシカル消費コースの設置

◆高校にリーディングスクール設置・エシカルクラブ結成

◆エシカル・ラボin徳島の開催

◆事業者、団体、自治体へのヒアリング実施

◆エシカル通信、ツイッターによる広報

徳島の取組事例や検証結果を踏まえ、他の都道府県で展開

Ｈ３０年度
●徳島県でのエシカル消費の意識調査（ 年度まで毎年実施）

●先進的取組の事業者等へのヒアリングや事例集の作成

◆エシカル自主宣言事業者の拡大（Ｈ30.8末 ２８事業者）

◆全国の先進的な取組の自治体や高校参加の｢エシカル消費

自治体サミット」「次世代エシカルフェス」開催

◆チラシや動画等普及啓発用コンテンツの作成

◆エシカル消費研修会の開催

◆消費者大学校大学院エシカル消費コースの

カリキュラム拡充

消費者庁と県が連携して実施しているプロジェクトについて

全国展開
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３ プロジェクト ｜ ②エシカル消費の普及



３ プロジェクト ｜ ②エシカル消費の普及
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